























モダ ンという言葉が流行 り始 めたのは大正
13(1924)年頃か らであ ったが,「 モダ シ ・
ガール」 は もと もと英 語圏のイギ リスや アメ
リカの新 しい女性を表す言 葉であ った。 日本
で はこの言葉 は,読 売新聞記者 の北沢秀一が
その著 『近 代女 性 の表現』(東 京 改 造 社,
1923年4月)の序文で述べ るように,彼 が滞
英 中の見聞 をまとめた連載記事(1922,12～)
のなかで,現 地 のモダ ン ・ガ ールを示唆 した
用語で あった。 それが新聞を通 じて流布 し,
日本 の新 しい タイプの女性 に対 して も使 われ
るよ うにな ったよ うで ある。
雑誌 「女性』(プ ラ トン社 発行)は,大 正
11年6月号か ら昭和3年5月 号まで,モ ダン・
ガールの初期 の時代 とほぼ並行 して出版 され,
実 際に も関連 す る論述が しば しば掲載 された。
北沢 の 「モ ダー ン ・ガール」(1924)をは じ
め,諸 論者 によ る 「モダー ン ・ガール突然変
異説」(1925)「何 がモダー ンか」 「毛 断 ガー
ルの本家本元」 「モダーン ・ガ ールの解剖 」











変的な要素は,髪型 ・化粧 ・被 りもの・衣服 ・




髪型では新 しい束髪 としての七三(七 分三










































































提げ ・オペラバ ッグなど洋風小物が取 り合わ
された。清方は日本髪に和装の人でも,「ショー
ルやパラソル,コ ー トにまで日本趣味に徹 し
た人 はほとんど見ることができない」(鏑木
清方,前 掲書)と し,和装で も 「美の中心が
洋風趣味の方にある」 といった。
小林秀雄はモダン・ガールを描写 したモダ




しか しモダン小説は新 しさを描 こうとした。
モダン・ガールの姿は軽佻浮薄とも見なされ
ながら,当時の現代小説では新 しい人間のタ
イプとしてモダン。ボーイ以上に注目され,
擬洋風を特徴 とした。鹿鳴館の洋装は直輸入
で,上 流階級の一部の使用に留まった。モダ
ン・ガールの装いは大衆的な都会生活 に入 り
込み,一 種の和洋折衷の擬洋風を形成した。
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